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第4回 入学式創立者講演 「創造的生命の開花を」を読む

水 元 昇

1は じめ に

連続講座ですので、今までの2回 に関連 してこの講演を進めていきたいと思います。 「建学

の精神を学ぶ」というのがこの3回 の講演の基本的なテーマであります。 したがって 「創造的

生命の開花を」という講演が建学の精神 といかなる関係にあるのかという点が今回も要求 され

ていると思います。 この講演 は別 しては私たち4期 生を中心とした草創の創大生に対 して、そ

して総じては未来に続く全創大生 ・短大生そして、大学に関わるすべての方々に与えられたも

のであります。私も4期 生の一人としてまさに自分たちの使命 として、直接お話を伺った一人

として在学中から今日まで、それこそ何回となく数えられないぐらい読んできました。 自分が

苦しいとき、そして行き詰ったとき、また、考えなければならない課題があったときなど、数

百回になるで しょうか、読んできました。本当にこの講演 こそ私にとっても座右の銘 ともいえ

るものです。また、多くの先輩 ・友人 ・後輩たちも同じように自身の原点との思いで読んでき

たものだ と思います。

私はこの講演を読む視点として自分なりに以下の5点 に整理をしてみました。もちろん、す

べてが金の言葉であり、宝の山ですが、その中で特に中心となる2点 をあげるとするならば、

この講演でもっとも強調されたことは、その うちの(1)と(5)の2っ の視点からの創立者

のお話であると思います。

(1)使 命論一 創大生の生涯にわたる使命 とは何か一 創立者の"遺 言"

創立者が私たちに 「遺言」 とまで言われたことは何か、そしてそれは私たちだけでなく未来

に続 く創大生一人一人に託されたと理解 しています。後で詳しく述べたいと思います。

(2)大 学論 大学 とは何か。 とくに私立大学の特質 とは何かとい う点に言及されていま

す。

(3)学 生論 理想の学生像とは何か。学生の姿勢 という視点です。

(4)教 育論一 教員 と学生のあり方とは何か、どうあるべきか とい う点です。

以上(2)(3)(4)の3つ の視点は、第3回 入学式での 「創造的人間たれ」と 「スコラ哲学

と現代文明」ですでに言及をされた点を完成年度の新入生に強 く再確認をされるとともに、さ

らに新たな視点を加えて述べ られたと私は理解 しています。 とくに大学論は杉山さんが1回 目

の講演でわか りやすく述べられたように 「創造的人間たれ」の中でも 「大学 と文化との関係を

世界史の中に探る」というテーマで言及し、さらに森 さんが2回 目で 「スコラ哲学と現代文明」

のなかで数百年にわたる雄大な歴史の中での大学が果たした役割を、壮大な歴史観の上で語 ら

れていると言及されたように詳 しく展開されています。

(5)人 間論から生命論へ 創造的人間の源泉とは何か

そ して、この講演の極めっけの内容は、まさに 「創造的生命の開花を」とのテーマにあるよ

うに生命論か らの展開なのであります。杉山さんが少し 「創造的人聞たれ」の中で 「自由と自

NoboruMizumoto(創 価 女 子 短 期 大学 助 教 授/セ ン ター 員)

一75一



第4回 入学式創立者講演 「創造的生命の開花を」を読む

立」「自我の拡大」さらに 「歓喜」とい う表現で触れたように、「創造的人間たれ」との未来永

遠の指針 を第3回 の入学式で話 された創立者が、その人間になるための方途、さらにはその源

泉とは何かを、生命論の上から仏法的な言葉を使わず、創立者 ご自身の命の実感から発せられ

たと捉えたいのであります。まさに創価の思想のよってたつ基盤は、そこにしかないとい うこ

とを宣言されたのであります。結論 としての 「一人の人間における人間革命」 というテーマを

具体的な言葉 として、また私たちの永遠のかっ絶え間ない挑戦目標 として宣言をされたと思い

ます。その意味で5番 目を 「人間論から生命論へ一創造的人間の源泉とは何か一」とい う結論

として整理 してみました。

それか ら、「建学の精神を学ぶ」 とい うのがこの3回 の講演の基本的なテーマであります。

したがって 「創造的生命の開花を」 とい う講演が建学の精神 といかなる関係にあるのかとい う

点が今回も要求されていると思います。そこで、建学の理念との関係で言 うとどちらかとい う

とこの講演では 「人間教育の最高学府たれ」とい う視点が強く表れていると理解 しています。

杉山さんも森さんもこれはそのように語 られていました。また当然 「人類の平和を守るフォー

トレスたれ」「新しき大文化建設の揺籔たれ」とい う視点も中に織 り込まれていますが、中心は

「人間教育の最高学府たれ」 とい う点にあることも合わせて主張しておきたいと思います。

2.講 演の時代背景 と意義

講演 の背景として当時の時代状況を含め、まずお話をしてみたいと思います。時代背景とし

て第4回 入学式が行われた時は①創価大学に とって初めて1年 生から4年 生までが揃ったいわ

ば大学 としての完成年度であったということがあげられます。②創立者を求めて全国から集っ

た1、2、3期 の先輩方が学生こそ創立者であ り創造者 として大学を建設するとい ういわば 「創

立者 としての学生」に目覚め、クラブ活動や自治会活動など様々な制度が一応形になってきた

ころでもあ りま した。③創立者は公式に来学された第3回 入学式での 「創造的人間たれ」の講

演を含め、それまで大学に14回来学されています(資 料1参 照)。今回この資料は実は創立者の

この時期の行動 と大学への来学、そして世界への行動を調べて作成しました。④ トインビー対

談に始まり、海外の大学へ創価大学の創立者 として来訪 され、世界の識者 と教育の視点で語ら

いを始められた時期でもあ りました(資 料1参 照)。 この③ と④にっいては後でまた述べます。

開学 したての創価大学の当時の状況について1つ のエピソー ドを紹介 します。私は東京創価

学園の高校の4期 生でもあ ります。私の学園時代は、当時の雰囲気として皆が無名の創価大学

ではなく国立など一流大学に行って創価の実力を示したい、それこそが学園生の使命だとい う

雰囲気が私たちの周 りにはたくさんあ りました。それは先輩たちが外部の有名大学に行ってが

んばっているように見え、当時無名の創価大学はわか りにくかった点もありました。私 自身も

そう考えていた時期もあ ります。有名大学に合格することが1つ の実力の証明であり目標でも

ありました。 しか し、私たちの高校3年 生の栄光祭に創立者が見えて自らの心情を強 く語られ

ました。それは噴水のたとえを引かれ、「た とえば噴水のようにいろんなところへ行 く人がいて

もいい。しかし、本流は創価大学に行 ってほしい。私は創価大学を世界一の大学にしたいんだ」

(趣旨)と い うお話で した。さらに厳 しくも 「創価大学に来るからには、命を賭ける覚悟でき

なさい」(同)、 また私たちの将来への不安を切ってくださるかのように 「創価大学へ入学する

学生は私を信 じて来るんだ。就職のことなんか心配することはない。創大へ入学 し、後輩のた

めに道なき道を切 り開き、後輩のための捨石 となっていく。そして、将来、たとえどんな仕事

をして人生を送ってもその人の人生こそ本当に偉大なのです」(同)と 創価大学への思いを語ら
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れました。

それを聞いて多くのメンバーが 「そ うだ自分のためではない、創価大学を世界一の大学にす

るための役に立っんだ。後輩の道を切 り開くんだ。それが私たちの使命だ」との思いで進学を

してきました。学園にとってもはじめての推薦試験の1期 生で した。後輩の道を開き、創価大

学を世界一の大学にするためにはなにができるだろうかと、今考えると学生の立場で大それた

ことを真剣に考えていま した。そ うい う雰囲気が学園にあったのです。た とえば残りの高校時

代で大学の勉強へ自主的に挑戦を始めた り、私も経済学の本を古本屋で買ってきてわか りもし

ないのに勉強 した りした覚えがあります。また、当時1期 生の前田清隆さんが公認会計士に3

年生で合格された とい う話を聞いて、「よし教養の1次 試験を今、独力で突破しておけば全国最

年少の記録も作れる」などと数名のメンバv-一一・と高校生で1次 試験に挑戦したりしました(残 念

ながら卒業式の日程の変更で受験できませんでした)。 そ して学園生活をや りきって晴れて大

学に入学 してきま した。

そうい う雰囲気で進学 してきた私たちでしたので、この講演を入学 してすぐに聴いた ときの

衝撃は今思い出しても身が震えるようで した。とくに 「遺言」とまでいわれた言葉には100万 ボ

ル トの電流のような衝撃が命に走 りました。その前年の入学式で創立者は私の死後30年 をとい

われました。また滝山祭では数百年 とい う壮大な歴史の転換への挑戦 として大学の存在意義を

語 られました。その上での 「遺言」 とい う言葉には創立者のほとばしるような一念の強 さと深

さがまさに命に突き刺 さるような思いでした。その思いを受けてまさに 「我々こそ大学建設の

主体者だ」 との自覚は私たちの五体に満ち溢れ、皆で語 り合いながら今 日まで必死になって大

学建設の作業に取 り組んできました。そしてこの作業には、生涯に渡って取 り組んでいくこと

になるのかもしれません。

この講演は1年 生から4年 生まで全学年がそろい、形の上での大学の完成 とい うときに、創

価大学が目指す永遠の指針 を、創立者が未来に続 く全創大生、そしてすべての大学関係者 さら

には大学を暖かく見守っていただいている方々に命がけで示 されたということがもっとも重要

な点であると思います。その後いっからか学生の間で 「草創三部作」と呼ばれるようになって

まさにその意義がとどめられてきましたが、その呼び名のとお り、これから1000年2000年 と続

いていく創価の運動の精神的 ・理論的機軸となるであろう創価大学の根本的な理念 と理想が貫

かれています。そして、結論として創価の運動の機軸には創造的生命の開花一ヒューマン ・レ

ボリューションこそがすべての源泉であることを主張されたものであります。壮大な歴史の流

れの中で、創価の運動が将来必ず世界から評価 され、(創立者一人の努力ですでに現在評価 され

つつあります)一 大世界平和運動の原点は一人の人間における人間革命運動一個人を最高に輝

かせ、周 りにもその価値を最高に高めていく運動から始まった、また今後もそこにしか基軸は

ない とい うことが大学の建学の精神の上でも永遠の目標 として宣言されたことに大いなる意義

があると捉えています。

3.使 命論一 創大生の生涯にわたる使命とは何か一 創立者の"遺 言"

それでは、本論に入 りたいと思います。この講演を読む視点 として先ほど整理して挙げた5

点を中心にお話 しさせていただきます。まず第1点 目として 「使命論」であります。講演には

次のようにあります。「私が、世界の人々のなかを駆けめぐるその胸中には、常に大切な、そし

て心より信頼する諸君の存在があったことを知っていただきたいのであります(大 拍手)。どう

か諸君は、私の今打っている"点"と"点"を"線'で 結び、更にそれを壮大な立体 とした世
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界の平和像をつ くりあげていってほしいのであります。これは、私の諸君に対する遺言 と思っ

て ください。お願いします(大 拍手)」(p.89)。

点 とは何か。この前の部分には海外へ行かれたことを報告 される内容があ ります。お手元の

資料を見て ください(資 料1参 照)。

創立者の主な行動 大学 ・海外のみ抽出(開 学以前の海外訪問から4期生1年 次まで)資 料1
年 日付 大学と創立者 創立者来学 日付 海外 大学訪問 備考

開学以前

35 10.2-25 アメリカ
36 1.28-2.14 インド アジア

10.4-23 ヨー ロツパ9力 国

37 129-2.12 中近東

38 t8-27
世界1周 ハ ワイ・アメリカ・
パリ・ヨー ロツパ ・レバ ノ

ン・インド・香 港など

39 5.12-24 オース トラリア・インド・セ
イロン

10.2-19 ヨー ロツパ

40 8.14-25 アメリカ

10.19-31 ヨー ロツパ

41 1.13一 て7 ハワイ

3.6-23 北 ・南 アメリカ(ブラジル ・
ペルー)

42 5.13-29 ヨー ロッパ ・アメリカ

1年目

1971(S46 42 創価大学開学
4.10第1回 入 学式

11.21-23第1回 創 大祭 1

1972(S47) 1.23第2期 工 事視察 2

2年目

4.10 第2回入学式
4.19 第2期工事視察 5.5

蔭

ケンブリッジ・オックスフォード大学1 ,騰 ・ 纏

7.6-7 第1回滝山祭 2

11.24-26 第2回創大祭 3 1.14 関西女子学園落成式

3年目

1973(S48 4.9 第3回入学式 1 4。1f 女子学園入学式

6.13 2 5.15舞 、

"

厚` パリ大学・サセックス大学ヨーロッパ帰朝報告

6.14 授業参観 2

7.12 豊田寮・加住寮訪問 3

7.13-15 第2回滝山祭 3 8.11-20 ハワイ

8.25-26 第1回 夏季大学講座 4

9.29 第2回体育祭 5

10.1 授業参観 5

10.26-28 第3回創大祭 6

1.26-31 香港 香港大学・中文大学 6日間

4年 目

3,7-4.て3 南北アメリカ
カリフォルニア大学・ニュー才リンズ大
学

38日 間

'3.19 パナマ 国立パナマ大学 、

1974(S49 4.18
瓢`

1 3.26 ベルー サンマルコス大学'用 月 冨

厩F"一 ・ 灘 纏 ノ凧3開 園式 2 ㌧4備 ・ 燃 饒鰯 劉

622-23第3回 滝山祭 3 529-6.16 第1次訪中 北京大学 18日 間

8,10,12み どり寮 ・朝風寮訪問(約1ケ 月間滞在) 4

822-26 第,回夏季蝉 誰1 4 9.8-18 ソビエト訪問 1旧 間

9.20 ソ連帰朝報告 5

1α25-27 第4回創大祭 6

11.5 モスクワ大学ホフロフ総長を歓迎 7

11.23 第2期工事視察・加住寮訪問 8 12.2-6 第2次 訪中 北京大学 5日間

12.8 中国帰朝報告 9

1995(S50 3.22 第1回卒業式 10 1.6-28 アメリカ 23日 間

この聞を縫って九州・沖縄・東北 ・北海道・中部・関西 (海外へ1年 で
約100日)

(『年譜 ・池田大作1』 および 『創価大学三十年誌[学生編]』より筆者が作成)

創立者の海外への旅は昭和35年 から始まっています。この講演は、今までの中でも最も長い

約1ヶ 月以上の旅の直後になります。創価大学開学2年 目に世界の知性の一人である トインビ

ー博士と歴史的な対談 をされ、ヨーロッパ ・アメリカと、海外の大学へ創価大学の創立者 とし

て来訪 され、教育の視点で語らいを始められた時期でもありました。教育交流を続けてきた創

立者がまず私たちにその溢れる思いを語られたのです。

しかし、この言葉は創立者 自身の深い決意でもあったと捉えることができると思います。そ

の証拠にここを基点として創立者の海外交流はこの思いを実現するためにものすごい勢いで始

ま ります。創立者自らが私たちの道を開かんと全力投球 される姿が私たちの目の前にあ りまし

た。この講演の前後1年 間だけでも実は年間5回 、計約100日 も海外に行かれています。創立者

46歳です。第一次訪中、ソビエ ト訪問な ど重要な旅が続きます。激闘です。 しかもその間に北

海道から九州までくまなく全国を回られ、創価学会の夏期講習会で約1ヶ 月も大学にも来 られ
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ています。私もちょうどそのころの創立者 と同じぐらいの年になっていますが、年間5回 も100

目海外に行 くだけでも大変なのに毎 目激闘の中で、大学にも10回 もこられています。点と点を

といわれなが ら、創立者 自身がこの言葉をわが身で体現するかのような戦いの出発 としての宣

言であったことは、後になってそして今になってわかったことです。まさに創立者の一念の中

にこの言葉のとおり命がけで戦われていたと思います。なお、海外の諸大学での創立者の講演

の一覧も載せました(資 料2参 照)。

入学式の直前にUCLAで 行われた最初の講演 を基点に、その後世界各地で31回 を数えます。こ

れらを思い合わせるとき、この 「点」といわれた意味は、これまでの点ではなく、ここからど

こまでも自分が走りぬいて、私たちへの道を開

くとの決意の表れでもあったのです。

次に使命論の1つ として 「教育交流から世界

の信頼関係の樹立へ」と題してみました。創立

者はここで具体的には教育国連、学生自治会会

議、世界大学総長会議などをあげられさらに次

のように述べ られます。

「これらは私一人では とうていできないし、ま

た、その資格 もない。やがての時代、諸君たち

がその実現に努力してほしいのであ ります。 と

もあれ、世界はますます、この"発 想の母胎"

である創価大学に、注 目してくるであ りましょ

う。創価大学の諸君こそ、それにふさわ しい世

界的偉材 と育っていかなければならない。そ し

て、人間 と人間のスクラムによって、脈動 しゆ

く世界交流、信頼関係への樹立へ向かって、大

いなる波動を起こしていかなければならぬ、 と

私 は諸君 に期 待 をかけ るものであ ります 」

(P.90)。

「今後、いよいよ本格的に世界のさまざまな大

学から教授や学生が数多 く本大学を訪れるであ

ろうし、諸君にもどんどん行ってもらわなけれ

ばならなくなる時代がくるかもしれない。忙 し

くなると思いますが、またそこには、大きな張

り合いがあることを、知っていただきたいと思

います」(p.89)。 と私たちに期待を寄せ られま

す。

まさに30年 たって今考えてみると本当にそう

い う時代 となっています。交流大学 も86大学 を

数 え、毎目のように創立者 を求めて海外からお

客様がこられ る時代になっています。 この3つ

の課題は今までもまたこれからも一貫して私た

ちが取 り組んでいく課題です。1999年 にソウル

創立者の海外での講演 資料2
揮
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31 1997.10.21
ラジブ・ガンジー現代問題研究所(イ ンド〉

「「ニュー ・ヒューマニズム」の世紀へ」

30 1996.6.25
ハバナ大学(キューバ)

「新世紀へ大いなる精神の架僑を」

29 1996.6.13
コロンビア大学(アメリカ)

「「地球市民」教育への一考察」

28 1996,6.4
サイモ ン・ウィーゼンタール・セ ンター(ア メリカ)

「牧口常三郎一人道と正義の生涯」

27 1995,11.2 トリブバン大学(ネパール)
「人間主義の最高峰を仰ぎて一 現代に生きる釈尊1

26 1995,6.26
アテネ オ・デ ・サンタンデール(ス ペイ ン)

「21世紀文明の夜明けを一ファウストの苦悩を超えて」

25 1995.1.26
ハ ワイ ・東西センター(ア メリカ〉

「平和と人問のための安全保障」

24 1994.6.1
ボローニャ大学(イタリア)

「レオナルドの眼と人類の議会一 国連の未来についての考察

23 1994.5.17
モスクワ大学(ロシア)

「人間一 大いなるコスモス」

22 1994,1.31 深増大学(中国)
「「人間主義」の限りなき地平」

21 1993,9.24
ハーバード大学(アメリカ)

「21世紀文明と大乗仏教」

20 1993.2.12
ブラジル文学アカデミー(ブラジル)

「人間文明の希望の朝(あした)を」

19 1993。1.29
クレアモント・マッケナ大学(アメリカ)

「新しき統合原理を求めて」

18 1992.10.14 中国社会科学院(中国)
「21世紀と東アジア文明」

17 1992,6.24 アンカラ大学(トルコ)
「文明の揺藍から新しきシルクロー ドを」

16 1992.2.11
ガンジー記念館(インド)

「不戦世界を目指して一 ガンジー主義と現代」

15 1992.1.30 香港中文大学(中国)
「中国的人間主義の伝絢

14 1991.9.26
ハーバー ド大学(ア メリカ)

「ソフ ト・パ ワーの時代 と哲学」

13 1991.4.21
フィリピン大学(フィリピン)

「平和とビジネス」

12 1991.1.30
マカオ東亜大学(中国)

「新しき人類意識を求めて」

11 1990.5.28 北京大学(中国)
「教育の道文化の橋一一私の一考察j

10 1990.3.1
ブエノスアイレス大学(アルゼンチン)

「「融合の地」に響く地球主義の鼓動」

9 1989.6.14
フランス学士院(フランス)

「東西における芸術と精神性」

8 1984.6.9 復旦大学(中国)
「人間こそ歴史創出の主役」

7 1984.6.5
北京大学(中国)

「平和への王道一 私の一考察」

6 1983.6.7
ブカレスト大学(ルーマニア)

「文明の十字路に立って」

5 1981.5.21 ソフィア大学(ブルガリア)
「東酉融合の緑野を求めて」

4 1981.3.5
グアダラハラ大学(メキシコ)

「メキシコの詩心に思うこと」

3 1980.4.22 北京大学(中国)
「新たな民衆像を求めて・中国に関する私の一考察」

2 1975。5.27
モスクワ大学(ロシア)

「東西文化交流の新しい道」

1 1974.4.1
..、.Fr離 縫 鱗 樋 鯵雛 ∫

※SOKANETよ り
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で世界NGO大 会がありました。そのとき私は在外研究で慶煕大学にいた関係で役員として参加さ

せていただきました。その際に趙永植学園長の尽力で世界大学総長会議が開かれました。創価

大学も参加 しま した。こられた方々は皆、創立者 と共通の友人であったようです。学生自治会

会議は学生の皆さんもずっと取 り組んできた課題です。そ して教育の世紀になった今、世界は

教育を求めています。教育国連の発想がこれからますます重要な課題になると思います。

そして、次に 「民衆 と民衆の交流の中から平和と文化の架け橋を」とい う点をあげたい と思

います。次のようにあります。「私立大学に学び、その自由澗達な精神を骨髄に刻み込み、独創

的な知恵を培った俊逸たちが、海を越え、大地を踏み しめて、この地球上のあらゆる民衆の真

っただなかに入 りゆくとき、初めて人間と人間、民族 と民族、庶民 と庶民の生命交流が可能 と

なり、異なった文化の見事な融合 と昇華が成 し遂げられるものと、確信するからであります。

そこから、民衆 と民衆をつなぐ強固な交流の懸け橋が築かれ、陸続 と続 く友だちとともに、新

たなる地球文化、人類文化の胎動を告げる暁鐘が、やがて人々の心を揺 り動かすにいたるであ

りましょう。 ともかく、諸君は民族間に架けられるべき平和 と文化の橋を作 り上げる使節であ

り、建設者であり、担い手であります」(p,95)。

このように真の平和と文化の架け橋は、私たちが民衆の真っただなかに入っていけるかどう

かが大事な点です。実は今日5期 生のK君 が来ていますが、彼は今、世界の創価同窓の友に登

録制のサイ トを開設し毎朝3年 以上にわたって創立者の指導を送 り続けています。 もうサイ ト

に登録した数は世界中で500人 を超え、いたるところに創価同窓の友がまさに創立者 の 「遺言」

を自分の使命 としてはたさんと羽ばたいています。おそらく潜在的には数千を超えると思いま

す。すべて創立者 との原点を携えて世界に羽ばたいています。皆さんの戦いの紹介 を読むほ ど

にすごい時代になったなと活力をもらっています。

次に 「人間主義か らの再編成」とい う点です。このよ うにあ ります。「諸君の使命は、あら

ゆる"カ"を 人間の幸福 と平和のために使いこなす"知 恵"を 、身にっけることにあると言い

たいのであります。それは 『汝 自身』を知 り、それに結びっいた形で、学問を究めることであ

ります。それが自分に、すなわち人間にとってどうい う関係にあるか一すべてをここに引き戻

して知識、技術、芸術の再編成をするとともに、新たな人類の蘇生を、もたらしていただきた

いのであります」(p,98)。 どこまでも幸福 と平和のための知恵を身につけ、そこか ら学問を究

めていくこと、これも創価大学に与えられた課題であります。 どこへ行っても何をやっていて

も 「人間」からの問い直しが必要であることです。 自分 自身を見っめない単なるアクセサ リー

としての学問は必要ないということだと思います。言葉は巧みでも人問の幸福 と無縁の学問も

たくさんあ ります。人間の幸せのためにある価値創造の学問、それこそ人間主義の学問なのだ

と思います。

そして、重要な点は次のようにあります。「在学中のみでなく、生涯、創価大学を皆の手で

建設し、守っていただきたいとい うのが、私のお願いなのであります(拍 手)」(p.92)。 この大

学建設こそ私たちの生涯のテーマとなっています。実は今回世界で活躍するメンバーにも感想

をいただきました。その中で中国で活躍する4期 生のYさ んからコメン トを紹介 します。

改めて第4回 入学式の創立者のス ピーチを読み返しました。

創立者の我々に託されたその願いの大きさに、いまさらながら胸が熱 くなります。入学式で

感動 した想いは忘れてはいません。世界への雄飛、創造的生命の開花を目指 し、今なお悶え、

奮闘 してお ります。海外滞在期間も16、17年 にも及び、世界への雄飛はできたものの、ただ単
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に、滞在期間が長いだけになってはないかと反省 させ られます。社会的立場では海外拠点での

責任者 とい う立場にもなり、一応青年時代に抱いた所期の目的も達成 し、今は何を目指すべき

か丁度想いをめぐらしていた時でした。安逸の日々にあぐらをか くのは好きではありません。

また現在の社会状況ではそれは許 されません。そんな折、創立者のス ピーチを再読し、目指す

べきところがまた見えてきま した。 自己の人間革命 とその利他の絶えざる実践です。海外のど

こにいても同じです。48才 になりましたが、想いはまだ学生の気持ちそのものです。まだ老い

てはいません。死ぬまで青年の気持ちでいるつ もりです。創立者の願いを実現できるよう、自

分なりに貢献 していきたい と思います。 この第4回 入学式のス ピーチは創立者が創大生に託 さ

れた遺言ですので、後輩にも真剣に読み、取 り組んでもらいたい と思います。

上海にて

このように創立者が 「遺言」 といわれ、私たちに使命の道を教えて くださいました。幸福の

ために使いこなす知恵を身にっけ学問を究め、そして民衆の真っただなかに入 り、世界の架 け

橋 となって行 くこと、創立者の打たれた点と点を線でつなぎ、立体 としての平和像を作り上げ

ること、そしてそれは生涯かけての課題であること、を述べ られたのであります。これは私た

ちの永遠の挑戦 目標であります。また多 くの先輩たちもこの 「遺言」を受け止め世界に雄飛 し

ています。

そしてこの 「遺言」を受け止めるならば私たちは創価大学をどうい う大学にしなければなら

ないのか、そのそれこそ次の大学論 ・学生論 ・教育論であると思 うのです。この3つ の点は特

に現役の皆さんによく思索をしていただきたい と思います。

4,大 学論 大学とは何か 私立大学の特質とは何か

次に第2点 目は 「大学論」とい う視点であ ります。まず 「大学の淵源」について次のように

あります。「真理をこよなく自らのものにしたい とい う若者の熱誠がまずあって、それが学問的

職業人、つま り教師を生み出し、そしてこの教師と学生との人間的共同体が、今 日の大学の淵

源になっていった。っま り、もともと大学とい うものは、学問を求め真理を愛する学生たちの

熱誠から、始まったということなのであります」(p.91)。この点は、「創造的人間たれ」でも 「ス

コラ哲学 と現代文明」でも言及 された点です。人間的共同体とは何か、学生から始まったこと

など特によく思索してもらいたいと思います。

さらに 「大学の存在理由」としてこうあります。「その一っに 『教授 も学生も大衆 とともに歩

み、人類の幸福と平和と英知とい う目標 に到達するまでは、一切の困難 を乗 り越えるべきであ

る』 とい う言葉があ りました。現代知識人の悪 しき習慣は、この"困 難'を いつも避 けている

ところにあります。私は避 けない。民衆の真っただ中にあって、いかなる困難 をも乗 り越え、

人類の崇高な目的に立ち向かっていく精神こそ、大学の存在理 由であり、古くまた新 しい使命

であると、私は生命の底から叫びたいと思いますけれ ども、諸君どうだろうか(大拍手)」(p,90)。

決 して象牙の塔ではなく、民衆の中に入って、教授も学生も困難を避けずに人類の崇高な目的

に立ち向かっていくことが大学の存在理由と言われています。

次に 「私立大学の特質 ・使命」について、抜粋 してみます。「私立大学の存在意義 とい うも

のは、国家権力からの制約を受けることなく自主的に建学の信念を貫き通す ところにあります。

こうした大学の教育にあっては、広 く人類の未来に思いをはせ、世界的視野に立っての有為な

人材を、自由に伸びのび と育成することができるわけであります。狭い国家意識や、民族意識
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のワクにとらわれることなく、世界の檜舞台に雄飛すべきスケールの大きな視野の広い青年た

ちを、荒れ狂 う社会の変革のために送 り出す ところに、私立大学の特色の一っを、見いだした

いのであります」(p.93)。 さらに、「次に、あらゆる大学の使命 の一っである学問の研究の場に

あっても、私立大学には学閥的閉鎖性のかげりがない。自由な、それでいて活力に満ちた気風

がみなぎっていなければならない と思 う。思想の自由、研究の自由、発表の自由、といった学

問研究における絶対条件を満たしうるのも、私立大学に課せ られた特色であると、私は考える。

このような自らの信条に基づいて築き上げた学問の場こそ、独創的な研究成果を生み、個性豊

かな研究者を育ててい く母体 となり、土壌 となるにちがいない。また、泡沫のような時流にと

らわれることなく、長大な展望に立っての息の長い研究に取 り組めるのも、私立大学に課せら

れた役割であります」(pp.93-94)。 そ して、「大学精神を人類社会のなかに生き生きと通わせる

には、私立大学こそが主流になるべきではないかと、主張 しておきたいのであります。諸君、

どうでありましょうか(大 拍手)」(p.95)。 この点はとくに大学論 として私学の特徴 ・特質 とい

う角度からの展開です。国立官立に対 して私学が主流になるべきだという点そしてその理由が

ここにあります。

次に、「大学は誰のためにあるのか」とい う点にっいて確認 しておきたいと思います。 「同時

に私は、未来の世界に響きわたるであろ う地球新文化誕i生を告げる暁鐘を、諸君の手で、打ち

鳴らしていってほしいのであります。そして、諸君の連打する暁鐘の音には、幾多の無名の人

間庶民の切実な祈 りにも似た願望が込められていることも、決 して忘れないでいただきたい」

(p,95)。 とあります。

杉山さんも少 し触れま したが、「大学は大学にいきたくてもいけなかった人のためにある」

との言葉にあるように、多くの方々の真心か ら作られたのが創価大学であります。八王子のあ

る壮年の方がかって、創価大学開学の1年 ぐらい前に多くの方々と一緒にまだ何 もないこの山

の上までわざわざ歩いてきて、暑い中で一生懸命草むしりをしたことがあるという話をして く

れました。手弁当で未来の人材がここから出るとの思いで汗を流 したことが昨日のことのよう

で、社会や地域で活躍する人材が続々と出て くる時代になったことが本当に嬉 しい と語ってい

ました。このような例をあげるまでもな く創価大学はまちがいなく多くの方々の真心で作 られ

たのです。まさに 「民衆立」の大学であること私たちは決 して忘れてはならないと思います。

「大学論」としては、大学 とはまず学生の真理を求める熱誠からはじまったこと、そこに教

師 との人間的共同体が形成されたこと、そ して学生 と教員が手を取 り合って民衆のために困難

に立ち向かっていく精神で私学の特質を生か し、自由で活力ある気風と独創性のある学問の場

を築き上げることこそ大学の目的であることを主張しておきたいと思います。

5.学 生論 理想の学生像 とは何か一

第3点 目は 「学生論」 とい う視点です。まず 「学生こそ大学の主役」 とい う点をあげたいと

思います。「本 目めでた く入学された諸君に、心の底から要望したいことは諸君こそ私 と同 じく、

若き大学の創立者であり、創造者であるという一点を、決 して忘れないでほしい、 とい うこと

なのであります。在学中のみでなく、生涯、創価大学を皆の手で建設 し、守っていただきたい

というのが、私のお願いなのであります(拍 手)」(p.92)。 「諸君たちは大学か ら与えられ るの

を待っている、という姿勢ではなく、能動的に、かっ情熱的に"こ れこそ、大学の新 しい希望

の 灯 で あ る"と い え る 、誇 りに満 ち た勇 気 あ る建設 作業 に 、取 り組 ん で も らい た い 」(p,92)と

学生こそ若き創立者であってほしいと心の底からの期待を寄せ られます。当時、私たちが考え
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たものは 「創立者 としての学生」ってなんだろ うとい うことでした。たしか第2回 滝山祭のテ

ーマだったと思いますが、「創立者 とともに創立者の精神で」とありました。どこまでも学生が

主役と見守ってくださる池田先生。そして学生が創立者とまでいって下さった思い、その思い

に応えようと、さまざまな課題に皆で積極的に取 り組みました。その中の1っ に学費問題があ

ります。

本来学費の値上げを決定するのは理事会の役割です。しか し、私たち入学のときにはすでに

先輩たちは自分たちの問題 として学費問題を検討していました。まさに創立者の自覚で学費問

題に取 り組み、3年 間皆で学費問題を徹底 して議論 しました。そ して検討を経て、「後に続く後

輩たちのために、やむにやまれぬ思いであるが、将来ゐ創価大学の存続を考えるとやむをえな

い。」と決断して学生の手で学費値上げを決定ました。しかし、その過程で皆も悩み抜き 「その

分私たちが必ず立派な人材になり、社会にそ して母校に貢献 していくことを誓いあお う」 と、

とことんまで話 し合いを重ねました。この学費を上げる決議を学生が自分たちの手で母校を支

えるために行ったことは、当時社会でも注目を浴びた快挙でした。

また次に、「知恵 と知識」とい う点を考えてみたいと思います。このようにあ ります。「『知

識』や 『学問』そのものには、善悪はありません。皆さんはこの最高学府において4年 間、優

れた学問を研讃した結果、社会へ出ていってから極めて巧妙なる知能犯にもなれるし、秀でた

有益なるインテ リゲンチアにもなれるのであ ります。いずれになるかは、皆さん方各人の自由

意思の発動しだいであ ります。ですから、この4年 間、願わくは全員、良心に基づいた学究生

活を送られんことを、切にお祈 り申し上げるものであ ります」(p,87)。 「"力"の追求のために

道具 とされた教育が、本来、教育の生命である個々の人間の尊重、人間の尊厳の樹立 とい う一

点を失って、国家や企業にとって価値のある人間、すなわち国家、企業 とい う組織の中の歯車

のような部品に甘んずる人間をつくりだしてきた。教育がその手段となってきたとい うことも、

忘れてはならない重大な問題であります。"力"の 追求も大事だが、それは同時に"力"を 使い

こなせるだけの"知 恵"の 開発を伴わなければならない。"知恵"と は、人間自体に根 ざしたも

のであり、ソクラテスがいみ じくも喝破 したごとく 『汝 自身を知る』ことか ら発するのであり

ます。ここにこそ、人間を機械の部品に堕落 させない、人間を他のいかなる物 とも交換 し得な

いものとする、尊厳性樹立の起点があるわけであります」(p.97)。 「真実の学問とは、詮ずると

ころ、この自己への"知"に ある。創価大学が目指す学問、教育の理想も、ここにあるといっ

てよい。"力"へ の学問においては、優れた大学や研究機関が世界に数えきれないほどあるであ

りましょう。だが、それらは人間に何をもたらしたか。それは、惨憺たる現代文明の虚像では

なかったかとも、みえるのでありますj(p.98)。

何のための学問なのか、私たちは知識をうるためだけの大学に通っているのではないのです。

力のための学問ではなく、知恵を開発 し、その上に立って、良心に基づいた学問を究めようと

い う姿勢で臨まなくてはならない と思います。それが、創立者 としての学生の姿勢だ と思 うの

です。 どこまでも能動的にかっ情熱的にこれこそ大学の新しい希望の灯火であるとの誇 りに燃

えていくことが大切なのです。

私たちの学生時代をふ りかえるとそれこそ何もありませんでした。施設としても大学には何

もありませんでした。今30年 たって正門ができ、図書館、教育学部棟、短大、工学部ができ、

そして池 田講堂、大学院生の時習館、そ してこの学生ホール、さらに本部棟など歴史を見てき

た一人としても夢のよ'うな発展です。当時は建物も道路も、何 もありませんでした。周 りに食

事をするところもほとんどありませんでした。 「この丹木の山を降 りて、町に買い物に行こう」
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と皆で掛け声をかけるほどで した。 しか し、そこに燃えていたものは創立者の期待に応えよう

とのぎらぎらと燃え上がるような 「創立者 としての学生」の情熱だけでした。

どうぞ皆さんも良心に基づいた大学生活を送 り、若き創立者の自覚ですばらしい学生時代を

送って ください。

6.教 育論一一 一教 員 と学生の あ り方 とは何か一

4点 目は 「教育論」という視点です。まず 「教授 と学生の関係」にっいてこうあ ります。「私

がサンマルコス大学を訪問したさい、総長 との会談の席に同席 した20数 人の教授の方々か ら、

各人のモ ットーを贈 られました。この教授の方々のすべては、ペルーにおいては第一級の教授

とうけたまわってお ります。その一っに 『教授も学生も大衆 とともに歩み、人類の幸福 と平和

と英知 とい う目標に到達するまでは、一切の困難を乗 り越えるべきである』 とい う言葉があり

ま した。(中略)我 が創価大学をはじめ、世界の各大学が、そ してすべての教師と学生が大衆 と

ともにこの共同作業に取 り組むな らば、必ずや人類平和の目標に達せ られるにちがいない」

(p、90)。さらに 「教授 と学生の断絶の問題」「世界中の大学の課題」にっいて次のようにあり

ます。「教授 と学生の断絶の問題について、サンマルコス大学の副総長 と話 し合った さい、副総

長は、次の2点 を述べてお りま した。その一っは、対話が絶えず行なわれなければならないこ

と、第2点 として、学生が責任をもって大学諸行事に参画できうる体制を講ずべきである、と

い うのであります」(p,92)。 そ して学内における 「対話の重要性」をもっとも強調されます。

このようにあります。「対話 という問題でありますが、価値ある対話 というものは、それぞれの

責任感 と、信頼感から生まれるものであって、無責任な討論ではないのであ ります。すなわち、

自分たちの大学であるとの強い自覚に基づ く責任 と創価大学を人類文化の跳躍台としてい くの

である、とい う目的観に結ばれた相互の信頼関係が、必ずや実 りある対話をもたらす ことであ

りましょう。そして、本大学に見事な人間的共同体を創出 していっていただきたいことを、私

は強 くお願いするものであります」(p,93)。

2002年 の入学式で創立者は次のようにいわれています。「大学は学生で決まります。 と同時

にこれからは教員の熱意 と学生を思 う人格で決まるで しょう」。 「学生も教員も同じく建学の精

神に集った同志 としてお互いに切磋琢磨 してい く。これこそ 『人間教育』の真髄であると思 う

のであります」。そして 「教員革命」こそ今もっとも重要なテーマであると言われています。も

ちろん私たち教員 自身が変革の努力をすることが大前提です。 しか し、そのために大事なこと

は 「対話」 という視点だと思います。対話 とは単なる会話 とは違います。私な りに対話 とい う

点から人間教育の3条 件をあげるならば、1,対 話が行われる場があること、2.対 話に参加

していること、3.対 話 しようとい う雰囲気があること、と考えています。

このことについて卒業後、韓国に渡 り苦労 しながらも現在大学で教鞭をとっているKさ んか

らコメン トをいただいています。

私は在 目韓国人で創大の8期 生です。現在は韓国の大学に勤務 しています。教壇に立っもの

として創立者の講演は大変興味深 く聞かさせていただきま した。 特に 「教員 と学生のあ り方」

における 「教授 と学生の断絶の問題」は韓国でも大きな問題 となっています。韓国では儒教の

影響のためか、目上の人にたいしての礼儀を重んずる文化を持っています。たとえば、目上の

人の前ではたばこを吸いません。父親でも例外ではありません。お酒を飲む時も杯を受ける時

は、杯を持っている手にあいた手を添えなが ら横をむいてお酒を飲まなければなりません。ま
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た、男子学生は徴兵がありますので、軍隊の勤務 を終えて帰ってくると先輩後輩のけじめはよ

りはっきりと現れるようになります。 このようなことが起因してか、学生が教師にたいして距

離を置いてしまう傾向にありますが、反対に教師も学生との距離を置くことを望む傾向が強く

なってしまいます。

以前、4年 生の学生 とお昼 ご飯 をいっしょに食べる機会があったのですが、その折にその学

生が 「大学生活の中で教授 とこのように食事をしながら話 をしたのは初めてです」と言ったの

を聞いて、私の学生に対す る無責任さを痛感 した覚えがあ ります。私も知らず知らずの うちに

対人間として学生と接するとい うより、学問の上下関係で学生 と接 してしまっているようです。

やはり、そこには創立者が言われている 『教授も学生も大衆 とともに歩み、人類の幸福 と平和

と英知とい う目標に到達するまでは、一切の困難を乗 り越えるべきである』 とい う根本的な目

標を見失っているからだ と思います。この点、私には大きく反省させ られるものとなりました。

根本的な目標 を忘れ、ただ単に学術的なっながりによる学生 と教師の関係には人間らしい本来

のっなが りは作ることができません。 自ず と自分びいきの学生だけが周囲に集まるとい う偏っ

た関係に陥ってしまいます。創立者が強調 された責任感 と信頼感か ら生まれる「価値ある対話」

は生まれてきません。創立者のこの講演を何度も読み返 しながら、もう一度創価大学時代に培

った原点と言 うべきものを再確認 しながら、現実の職場の中で創立者のこの思想をどう現実化

させていくか、戦って参 りたい と思います。

教員 と学生が高い目的観にたって、責任ある態度でかつ信頼の絆を深めながら相互に対話 を

重ねていくことが人間教育の真髄だと思います。私たちも学生時代から同じ気持ちで取り組ん

できました。また、杉山さんの話にもあ りましたが、当時の教員は今考えると残念ながら雇わ

れ教員の意識の方もお り、創立者の理想へ賛同して集ってきたとは聞いていましたが、燃 える

ような情熱を感じさせる教員は決して多くはありませんでした(も ちろんその中でもいままで

理想を貫いてこられた先輩がたも少なからずいらっしゃいます)。今30年 たち、創価同窓の教員

はやっと75名 を数えることになりました。創立者からの期待も大きく、建学の理念を何とか実

現できる人にと日々がんばっています。創立者の構想にかな う大学に全ての教員 と語 りながら、

みんなで団結して建設してまい りたいと思います。

人間教育の最高学府たれ との建学の指針は、ここでは学生論 ・教育論の中に展開されている

と思います。そしていよいよ結論です。

7.人 間論から生命論へ
創造的人間の源泉 とは何か 使命を果たしゆ く源泉をどこに求めるか一

そして、いよいよ結論にたどり着くのですが、冒頭に述べたように この講演には今まで見

てきたように、これから1000年2000年 と続いていく創価の運動の精神的 ・理論的機軸 となるで

あろう創価大学の根本的な理念 と理想が貫かれています。そして最初の意義でも述べたように、

結論 として創価の運動の機軸には創造的生命の開花一ヒューマン ・レボリューションこそがす

べての源泉であることを主張されたものであ ります。壮大な歴史の流れの中で、創価の運動が

将来必ず世界から評価され、(創立者一人の努力ですでに現在評価されつっあ ります)一 大世界

平和運動の原点は一人の人間における人間革命運動一個人を最高に輝かせ、周 りにもその価値

を最高に高めていく運動か ら始まった、また今後もそこにしか基軸はないとい うことが大学の

建学の精神の上でも永遠の 目標 として宣言されたことに大いなる意義があると捉えています。
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まず、創立者の言葉 をそのまま皆さんで声に出して読んで見たいと思います。私にとっても

この部分は何回も何回も夢にまで出てきた言葉です。まさに創立者の命の実感から発せ られた

永遠の指針 とでもいう部分です。

私の胸にあふれてやまぬ"創 造"と いう言葉の実感 とは、自己の全存在をかけて、悔いなき

仕事を続けた時の自己拡大の生命の勝ちどきであり、汗 と涙の結晶作業以外の何物でもありま

せん。"創造的生命"ど は、そ うした人生行動のたゆみなき練磨のなかに浮かび上がる、生命の

ダイナミズムであろうかと、思 うのであります。

そこには嵐もあろう、雨も強かろう、一時的な敗北の姿もあるかもしれない。 しか し"創 造

的生命"は 、それで敗退 し去ることは決 してない。やがて己れの胸中に懸かるであろう、さわ

やかな虻を知っているか らであります。甘えや安逸には創造はありえない。

愚痴や逃避は惰弱な一念の反映であり、生命本然の創造の方向を腐食させて しま うだけであ

ります。創造の戦いを断念 した生命の落ち行 く先は、万物の"生"を 破壊 し尽くす奈落の底に

ほかなりません。

諸君は、断じて新たなる"生"を 建設する行為を、一瞬だにもとどめてはならない。創造は

きしむような重い生命の扉を開く、最も峻烈なる戦いそのものであり、最も至難な作業である

かもしれない。極言すれば、宇宙の神秘な扉を開くよりも 「汝 自身の生命 の門戸」を開 くこと

のほ うが、より困難な作業、活動であ ります。

しかし、そこに人間としての証がある。否、生あるものとしての真実の生きがいがあり、生

き方がある。"生"を 創造す る歓喜を知らぬ人生ほど、寂 しくはかないものはない。生物学的に

直立し、理性 と知性を発現 し得たことのみが、人間であることの証明にはならない。創造的生

命 こそ、人間の人間たるゆえんであると思いますけれ ども、諸君どうだろ うか(大 拍手)。

新たなる"生"を 創 り出す激闘のなかにこそ、初めて理性を導く輝ける英知も、宇宙まで貫

き通す直観智の光も、襲いくる邪悪に挑戦する強靱な正義 と意志力も、悩める者の痛みを引き

受ける限りない心情も、そして宇宙本源の生命から湧き出す慈愛のエネルギーと融和して人々

の生命を歓喜のリズムに染めなしつつ、脈打ってやまないものがあるからであります。

逆境への挑戦を通 して開かれたありとあらゆる生命 の宝をみがき抜くにっれて、人間は初め

て真の人間至高の道を歩み行 くことができると、私は確信するのであります。故に、現代か ら

未来にかけて"創 造的生命"の 持ち主こそが、歴史の流れの先端に立っことは疑いないと、私

は思 う。

この"創 造的生命"の 開花を、私はヒューマン ・レボリューション、すなわち 「人間革命」

と呼 び たい 。 これ こ そ諸 君 の今 日の 、そ して 生 涯 か けて の 課 題 なの で あ りま す(pp.100-101)。

素晴らしい輝きの言葉です。創立者 自身のそれまでの人生がどんな思いに彩 られ、「創造的

生命の開花」に挑戦 してこられたか、こんな表現ができる人は創立者以外にはありません。私

自身も順調に来たわけではありません。大学院に行って母校の教員 を目指しますが、母 を亡く

し悔 しい思いをしなが ら、活動に勉強にアルバイ トに全力投球、もうだめだと思うときも、生

きる意味さえわか らなくなるときもありました。しかし、苦しいときこの言葉が頭をよぎりま

す。果たして自己の全存在をかけているのか、悔いなき仕事をっづけているのか、さらに必ず

や 自己を拡大できた との勝 どきをあげてみせる、そして汗をかき涙 を流すような思いで取 り組

んでいこうなど、創造的生命こそ人間の証 との思いでそのたびに自分を叱咤してきました。そ
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してそのたびに歓喜 とさわやかな虹を何回経験 したことでしょうか。この一節はもちろん私だ

けでなく、多 くの創大生が苦 しいときによりどころとしてがんばりぬいてきた原点でもありま

す。

創立者のこの表現をま とめることはできませんが、いくつかポイン トを整理してみます。

まず①創造的生命 とはどんな人であっても、万人の中に存在するということです。これは 「生

命本然の創造の方向」 という言葉に含まれる点です。つまり皆がもともと持っているものであ

ることを述べ られています。次に、②そしてそれは激闘の中に発現 されるものであるというこ

とです。 「全存在をかけて」「悔いなき仕事」「汗 と涙の結晶作業」「弛みなき練磨」という言葉

にあらわされるのでしょうか。そしてその結果 「英知も直観智の光も」「正義 と意志力も」「他

者への慈愛の心情など」を自然に脈打たせることができるとあります。

そして③ものすごい歓喜を伴うものであるとい う点です。「自己拡大の勝 どき」「さわやかな

虹j「生を創造する歓喜」とい う言葉でしょうか。歓喜の中の大歓喜ともいえます。そして④さ

らに残念ながら一時的には敗北の陰を引きずることもあるとい うことです。命の厳 しさともい

えます。「嵐、雨」「一時的な敗北の姿」とあ ります。そしてキーワー ドは 「甘え」、「安逸」「愚

痴や逃避」。本当に厳 しい言葉です。「創造の戦いを断念すれば 生を破壊しっくす奈落の底に

落ちていく」とも 「もっとも峻烈な戦い」とも 「もっとも至難な作業である」ともいわれてい

ます。⑤しか し、敗退 し去ることはない。なぜなら胸中にかかるさわやかな虹を知っているか

らです。そしてそれこそが 「人間 としての証、生あるものとしての真実の生きがい」であり、

「人間であることの証明」であります。そして 「創造的生命こそ、人間の人間たるゆえんであ

る」と言われています。また、「人間至高の道」とい う表現もあります。これ以上至ることのな

い人間の道 という意味です。 しかし、理性 と知性を発現しただけではだめなこと、っまり知識

人 と言われる人でもだめなのです。そして 「逆境への挑戦から開かれるもの」であり、待って

いてはできないのです。挑戦することが重要なのです。

また、⑥今 日だけでなく生涯かけての課題であるということです。これは言葉を変えれば一

瞬であり永遠であるともいえます。 日々一瞬一瞬、生命を磨きぬいていく中に創造的生命が鍛

えられ、そしてやがて満開に咲き誇 り、自己の人間革命へ とつながっていくことを意味 します。

まさにこれは創立者の生き方の中で、命の実感を語られた点です。

そして、⑦最後にさらに他をも触発するとい うことをあげたいと思います。先日ワイル ド・

ス ミスさんの話をききました。童話作家として世界的に有名なスミスさんがスランプに陥った

ときに池田先生 との交流を通して、創立者の創造的生命に触発され、スランプを乗 り越え作風

がさらにすばらしく変わったとい うこと、また、香港と母 といわれた方召磨画伯も同じであっ

た と聞きました。まさに創造的生命は周 りを触発し、変革の力となるのです。私たち一人の人

間における創造的生命 の開花は 自分だけでな く、周 りの生命を触発 し、歓喜 と感動で自分自身

の生命をさらに飾ってい く、この創造的生命 の開花こそ私たちの創価の運動のすべての機軸で

あるといえます。

この結論部分はとくに何回も繰 り返し読んで刻み付けてい く事が大切だと思います。

最後にありがたいことに私 自身、草創期の苦労をこの言葉 とともに乗 り越えて、短大の創立

とともに教員 として教鞭をとらせていただき、短大の草創期から!8年間まさに学生たちと泥ま

みれになるような思いで短大建設に携わらせていただきました。今 日は短大生もた くさんきて

いますので一言紹介 しますが、創立者 より理想、鍛え、教養 とい う3つ の指針をいただきスタ
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一 トし、「2年間で4年 制以上の実力」を目標に頑張る短大生の女性の世界は、とくにまさに毎

日が激 しい創造的生命 の磨きあい、打ち合いであるといえます。 とくに男子学生の皆さんには

秘密の世界のようで興味のある部分でしょうか(笑 い)。 しかし、彼女たちもおそらく逃げ出

した くなるときもあるでしょうし、いろいろとあったとも思います。 しかし、生命 と生命の触

発はすばらしいものをもたらします。あれだけの濃い密度の中でしっかりお互いに打ち合い、

磨きあいながら、2年 間立ったときの彼女たちの成長には本当に目を見張るものがあります。

まさに、創造的生命 を基盤 として学問に励むとき、人はこれほど成長できるのかと感動の18年

を送ってきました。これからは女性の時代 と言われる意味が少 しでもわかる気が します。短大

生の皆さんありがとうございます。

今回、私にとっても原点ともいえる創立者のスピーチを読む とのテーマで講演をすることが

でき、改めて自分自身を見っめることができたことに心から感謝 しています。何回も何回も読

み直すたびに、自分のゆがみを矯正してくれ るのがこの講演であります。これか らも生涯この

指針を自己に問い続けて世界一の創価大学 ・創価女子短期大学を作る創造者 ・創立者として生

き抜いていきたいと決意 しています。ご静聴大変にありがとうございました。

(本稿は、2003年6A20日 の講演 を加筆 ・訂正 したものです。傍線は筆者。なお、創立者講演

からの引用文のページは、創価大学学生自治会編 『創立者の語 らい1』1995年 によっています。)
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